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本日の内容

➢自己紹介

➢実践事例紹介（各主体との連携）
◆地域主導型太陽光発電事業
◆自治体連携による環境エネルギー教育‣アースキッズPG
◆温暖化防止のための県民運動
◆プロスポーツクラブとのネットワーク

➢課題と強味と、今後に向けて
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自己紹介

・「温暖化対策推進法」38条に基づき、県内の温暖化防止活動を行う地域拠点として、県

知事により静岡県温暖化防止活動推進センターの指定を受けている。

特定非営利活動法人アースライフネットワーク専務理事、県センター次長。

脱炭素社会実現に向けて、県内自治体や企業・団体、学校、県民と連携しながら、ユニー

クかつ実効性のある地球温暖化防止のための様々な取組みを実施。

・２０１２年、NPOと地元企業の出資により「しずおか未来エネルギー株式会社を設立。

代表取締役社長として、再生可能エネルギーの普及推進を目的に、自治体と連携した地

域主導型発電事業や環境エネルギー教育PGの実施などを手掛けています
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地域主導型太陽光発電事業

①再エネの見える化
➢ 設置場所と意義

②メリット
➢ 経済的：投資（小口市民ファンドによる市民参加）
➢ 有事の際の活用（避難所での充電開放等の活用）

③連携（自治体・企業・団体）
➢ エネルギーの地産地消（RE100電気）
➢ ゼロカーボンシティ宣言・VPP事業×環境学習
➢ 大学×NPOによる環境教育プログラム作成

④普及啓発（広報・イベント）
➢ イベント・工作教室・親子見学会・防災説明会
➢ SNS
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しずおか未来エネルギープロジェクト（事業スキーム）

市民出資による地域主導型太陽光発電事業
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日本平動物園（静岡市）
年間70万人の来園者があり、静岡市の観光拠点
再生可能エネルギーパーク事業を展開

見える化・メリット
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静岡市再生可能エネルギーパークの１つとして
園内マップに掲載

見える化・メリット
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開始10日で50％ 2ヶ月で募集枠達成！

２０１９年６月 113.6％の償還率で市民ファンド償還終了

メリット；再エネへの投資

①全国初 小口で償還期間の短い市民ファンド
 ②全国初 無担保無保証による金融融資
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自治体との連携

➢ 2017年4月、2か所の電気をパルシステム電力さんに売電開始
➢ 2019年9月、5カ所の電気を鈴与商事に売電開始

電気の地産地消・RE１００電気として静岡市役所に供給
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太陽光設備設置市との連携による環境教育（環境人材育成事業）

小学校高学年対象
（総合：温暖化と私たちの暮らし）

中学校支援学級対象
（理科:ソーラークッカーを作ろう）

自治体との連携
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低学年向け(学童保育）メニュー
(省エネクイズ・おひさまの力ってすごい！！）

自治体との連携
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中学校３年生 理科
(暮らしとエネルギー)

中学校２年生 理科
(作ってみよう、測ってみよう)
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自治体との連携（春日井市）

ゼロカーボンシティ宣言
環境エネルギー教育PG
（小学校高学年対象）
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➢ 企業からの依頼；横浜市のVPPの仕組みを説明する内容。
環境エネルギー教育プログラムとして実施（授業・保護者会）

企業・自治体との連携

14



環境教育プログラムの実施
於)日本平動物園

大学×NPO×自治体との連携
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幼児用

教え手用ガイド

小学校低学年用 小学校高学年用

絶滅危惧種
ホッキョクグマ
オラウータン
アムールトラ
ぺんぎん

◆動物園HPよりダウンロード可
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（清水エスパルス共催）於)IAIスタジアム普及啓発（広報・イベント）
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ソーラークッカー工作教室の開催

地域NPOと連携した工作講座

夏休み親子工作教室

再エネ推進（太陽の力）普及啓発（広報・イベント）
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親子発電所見学会 自立発電方法説明会（避難所）

イベント出展（ソーラー噴水・ソーラーカーレース）

再エネ推進（太陽の力）普及啓発（広報・イベント）
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Jリーグでも脱炭素

URL：https://www.jleague.jp/climateaction/

Jリーグ気候アクション

普及啓発（広報）

◆日本平IAIスタジアムの例が唯一紹介された
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～ 特定非営利活動法人アースライフネットワーク ～

Copy Right:  Earth Life Network 2017

➢ 子どもたちが「家庭のエコリーダー」となり、学校や家庭で地球温暖化防止に取
り組むオリジナルプログラム

➢ 小学校高学年が対象で、総合的な学習の時間などで実施

➢ 県内市町、小学校、企業、地域人材による協働事業
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【見える化・メリット・連携のポイント】

➢ 魅力的なプログラムを提供したこと

➢ 経験した先生の口コミにより、７校から100校までに拡大した
(教科ネットワークで話題に。大規模校でのニーズ）

➢ 学習指導要領に沿った内容か、毎年の見直し
気づき、学び、行動する（事前学習→体験学習→実践活動→
事後活動→次の学びへ)

➢ 市町担当者等関係者からの高評価
・家庭部門の温暖化対策として実行計画に位置付けられる
・要請した環境人材の活躍の場を提供
・ごみ担当部署も出前講座実施数としてカウントできる

➢ 企業：事業活動を通じて学校教育に関わりたい（CSV)

➢ 学校が地域との連携を取り入れたい（地域の人材活用）

アースキッズチャレンジプログラム
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アースキッズチャレンジプログラム
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寄付金・協賛金だけでなく
人的支援の提供
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温暖化対策アプリ「クルポ」×静岡県との連携

第4次静岡県地球温暖化対策実行計画、2050ゼロカーボンを達成するための重点
施策に位置づけられた、全世代参加型の県民運動（２０１８年スタート）

◆クルポは、県民の皆さんの脱炭素型ライフスタイルへの変革を促すため、環境配慮行
動に対してポイントを付与し、貯めたポイントを利用し抽選で賞品が当たるアプリ

◆環境政策課・廃棄物対策課・エネルギー政策課・地域交通課・市民生活課・
スポーツ振興課等、他課との連携

賞品は地元スーパー等の商品券やお食事券、デジタルポイント、QUO
カード、図書カード、企業から提供された企業賞など、地域の経済活性
化に寄与するものが中心。
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構成メンバー63団体
事務局として、企画・運営を担っている

運営資金は26企業からの協賛金プラス自治体負担金

◆メディア

静岡放送
テレビ静岡

静岡第一テレビ
静岡朝日テレビ

◆自治体

静岡県
全３５市町

◆企業(11社）
スズキ㈱ ・ヤマハ㈱

・遠州鉄道㈱ ・静岡鉄道
㈱

・静岡ガス㈱ ・鈴与㈱
・サーラエナジー㈱

・中部電力㈱ ・東京電力
PG㈱・ ヤマハ発動機㈱
・三菱電機㈱静岡製作所

◆事業者団体
県バス協会
県LP協会
県経営者協会

自販連静岡県支部
商工会議所連合会
中小企業団体中央会
県生活協同組合連合

会

◆大学生環境サークル

静岡大学・東海大学

◆消費者団体

県消費者連盟

◆事務局（企画・運営）
静岡県温暖化防止センター◆女性団体

地域女性団体連絡
協議会

実行委員会形式； オール静岡体制で事業を実施
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脱炭素アクション・ポイントスポット（4,200か所）

◆脱炭素アクションとは身近な事から始められるCO₂削減を目指した実践行動
◆脱炭素アクションの種類は、現在25種類

【リサイクルボックスを使う
マックスバリュ東海‣古紙のえき他

【えねシェア】
公共施設（図書館）県内映画館他

【食事を食べきる】
大学学生食堂（19大学23キャンパス）

飲食店他

【公共交通を利用する】
静鉄電車

県内乗り合いバス全車他

【プラスチックを減らす】
セブンｰイレブン 他

【自転車利用・ｼｬｱｻｲｸﾙ】
百貨店駐車場

街中シェアサイクル
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企業との連携

三島信用金庫
定期預金作成時に
「ビニール不要」や

「通帳レス契約」に対し
てポイント発行

アース製薬㈱
コラボキャンペーンの実施
SNS連携によるクルポの周知

東京海上日動火災保険
㈱

「WEB証券」を選んで
ポイント発行
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【ポイント】

【役割分担】
➢ 連携した関係者にそれぞれ役割を担ってもらう

市町担当課（学校募集、ワークブック回収、事業評価、予算確保）
ゴミ担当課（ごみ分別コーナー解説担当）

➢ 地域人材の活用（推進員、市育成のマイスター等）
コーナーの担当、エコリーダー認定書授与

➢ 企業との連携(授業参観、認定証授与)

【広 報】
➢ 効果的に、継続的に発信する

事前・事後のプレスリリース発行（定型フォーマットで印象付ける）

◆連携先と学校教育のニーズのマッチング

アースキッズチャレンジプログラム
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小水力発電・ワークブック ふるさと学習・エネルギー学習に活用その他
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しずおかプロスポーツ・ゼロカーボン推進宣言 2023年2月7日（水） ＠県庁

サッカー５・バレーボール２（男女）バスケット１・
自転車１・卓球 １ ラグビー２（男女）
計１２チーム

県内プロスポーツクラブをつなぐ脱炭素ネットワーク

★スポーツチーム
も企業/団体とし
て、脱炭素化が今
後必須に

★排出量把握・脱
炭素経営への意識

★多くのサポー
ター・ ファン・パー
トナー企業・地域・
自治体が味方

★注目度・広報・
PR力が高く社会へ
の インパクト大！

➢ 連携により県内の脱炭素化を円滑
＆具体的に進めたい

➢ その発信力で脱炭素化の機運を
高めることに繋げる
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県内プロスポーツクラブをつなぐ脱炭素ネットワーク

■エコ来場・公共交通を利用する・自転車を利用する

■ごみの分別

対象：応援時のハリセン回収、飲料の紙コップ・

練習用壊れたピンポン玉等ホームゲームにてごみの分別

■ネットワーク協同アクション 雑紙回収トライアル

応援時スタジアムに自宅の雑紙を持参

エスパルス・ジュビロ磐田・アスルクラロ沼津・ブルーレヴズ・東レアローズ・ジェイド

1.38トン回収
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課題と強味と

大学等金融機関

⚫ 法律に位置付けられているセンター → 信頼度が高い

自治体；
職員の異動、カーボンニュートラルビジョン共有、
環境関係課以外の気候変動対策意識の薄さ、具体的な手足がない

⚫ 全国59の地域センターネットワーク情報網と約600人の推進員の存在

⚫ 自治体・企業等地域の主体を中立的につなぐ体制作り（ハブ）が目指せる
⚫ 拠点があり、事業体として機能している実績を有している
⚫ 地域を知っていること（キーマン、地域におけるネットワークの豊富さ）

企業；
地域に受け入れられる再エネ事業実施へのハードル（地域の合意形成）
（再生可能エネルギー開発に対する逆風）
地域外への経済利益の流出

地域センターの強み
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静岡県温暖化防止センタホームページビジター数の推移

2023年は 約５８万人/年以上の閲覧
131,831人/月
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➢他の主体とのさらなる連携（パートナーシップ）
キーマン一人や単体でできることは少ない
ESD拠点・体験の機会の場（３５地点）・県企業脱炭素支援センター・県NPOセ
ンター・各商工会議所、大学生・高校生・推進員・地域エコリーダー等

➢ 組織内における人材育成・研修等の必要
（再生可能エネルギー普及・脱炭素・気候教育・ESG投資等専門知識取得）

ご清聴 ありがとうございました

脱炭素社会実現のため
地域から盛り上げていきます！

➢ 継続的に事業実施するための予算獲得

今後に向けて

➢ 最新かつ有益な情報発信

➢ 静岡市脱炭素先行地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ事務局、県CN金融ｺﾝｿｰｼｱﾑ活動
の充実
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